
2023年度第 2回日本包装専士会理事会議事録 

2023年 9月 21日 

事務局作成 

日 時：2023年 9月 19日（火曜日）18：00～19：05 

会 場：中央区京橋区民館にて Hybrid 開催 （Zoom 関西委員会） 

＜人名：敬称略、順不同＞ 

会場出席 ：嶋、渡辺、及川、島田、橋本、高橋、下村 （7名） 

Zoom出席：堤、今田、岡、野田、中山、（5名） 

連絡欠席： 小林（浩）、竹内、北島、春日、中村、平田、小林（義）、﨑尾、友滝、高畑、清水、小谷（12名） 

欠 席 ：  鈴木、成田、山本 （3名） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議   事：議事進行は前回に引き続き事務局今田が進行 

※本議事録は会員専用のホームページにアップされますので、概要を理解いただくために理事会で使用した 

説明資料の PPTの内容と重複する記述がありますが、ご了承下さい。（PPTはアップしません） 

 

＜議事内容＞ 

（１）各委員会活動実績報告（2023.7月～9月） 

（２）日本包装専士会包装技術セミナー 実施要領（セミナー委員会） 

   提案：専士会内ネットワーク強化について 

（３）「包装技術」掲載計画 （情報委員会） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（１） 2023年度委員会活動状況報告 （2023.7.～9.） 

【事務局】 

  理事会／委員会を Hybridで開催する準備を進めている。９月より中央区民会館にて実施。 

【展示委員会】   

  来年開催予定の TOKYO PACKの動きは今のところありません。 

【情報委員会】  

（公社）日本包装技術協会発行「包装技術」 ８月号、９月号掲載終了。１０月号は原稿確認、JPIへ入稿済。 

【情報システム委員会】    

 ・外郭団体主催の講演会をお知らせに案内。一斉配信メールアドレス及び郵送先を更新。 

【関西委員会】    

 ・７月２０日 第２回ミニセミナー終了 ハイブリッド（Zoom）にて開催。  

    講師 ： 平田達也    場所 ：大阪市立青少年センター（新大阪） ８０２号室 

    テーマ： 「軟包装シリーズ：軟包装ができるまで（印刷・ラミ・スリット・製袋）」 

 ・次回９月２２日 会社工場見学会  

    「太陽ファルマテック（株）大阪高槻工場」 見学予定。JPCA関西支部と交流見学。 

【セミナー委員会】 

・前回報告より会員サービスに向けたセミナー実施を検討、包装専士会に入会する目的について議論、今回の

参加者内への確認で入会する理由は「仲間づくり・専門性」とした。 

・第１回目は近年に入会した会員に向けて、理事及び新規会員の顔合わせになる会を企画した。 

【未来包装研究委員会】  

・8月 25日 情報共有会を開催。（interpack2023視察報告） 



（２）日本包装専士会包装技術セミナー 実施要領（セミナー委員会）～理事会内情報共有 

開催日時：２０２３年１０月６日（金） １５：００受付開始  本会１５：３０～１７：００ 

   会  場 ：中央区京橋区民館 ２号室   対面のみ 

出席対象：２０１８年～２０２３年入会者、専士会理事 

開催の目的： 「仲間づくり」「専門性」に特化した組織の構築、及び、専門分野を議論することを通して専士会 

の独自性／差別性をさぐる。 

●今回の内容： 

◇ 未来包装研究委員会セミナー 「より良い包装未来の姿と生活者起点の協業･協働 について     

        ～欧米動向を参考に～」 

     ◇ 包装専士会の概要説明及び、専士会理事の紹介（名刺交換）～交流会実施 

     ※本日１９日現在、申込み数２４名（理事含む）。当日の役割分担を決めていくので協力をお願いしたい。 

     来週くらいに Remind メールを送っていく。 

●今後の新コンセプトセミナーについては１０／６も含めて，検討継続。今年度中に２回目を開催したい。 

 

【継続審議事項】～意見交換の要約 

包装専士会内のネットワーク強化を図り、仲間づくりや専門性に特化した組織を構築し、会員間の相談・情報 

交換が日常的に行なわれるような関係を築いていくための仕組みをつくっていく方向で決定した。 

・専士会員個人の得意分野・勤務先・連絡先などの個人情報をオープンにして問い合せ・情報交換を行ない 

易くする。 

   ・会員個人の事情や所属会社の意向などがあり、全員一律というわけにはいかないので、希望者に限定して 

オープンにする項目を決めていく。 

   ・専士会としては所属会社のネームバリューで活動しているのではなく、個人の知識や技術をもとに活動する 

ことを基本にしている。 

   ・５月の会員更新の時に必要情報を記入してもらい、オープンの意思確認をする方法もあるのではないか。 

   ・最終形態（リスト）を今年度中に完成させる。 

※会議後、堤氏が会員名簿についてホームページ上での公開方法を調査されました。 

公開場所はログインが必要な会員専用ページ内にする必要があるため、新たなページを作成する必要が 

あります。会則等と同様に PDF リンクを貼り付けた場合、過去の例から概算費用で約 15万円程度でした。 

名簿公開が決定し、ホームページ内の公開場所を決めた上で正式見積りを取ります。 

 

（３）「包装技術」掲載計画 （情報委員会） 

   １１月号：関西委員会「９／２２太陽ファルマテック㈱高槻工場見学」 （９月末原稿〆切） 

   １２月号：セミナー委員会「１０／６包装技術セミナー」復活 （１０月末原稿〆切） 

   １月号 ：嶋会長「包装専士会新年に向けて」（仮）  （１１月末原稿〆切） 

  ※各委員会からの掲載アイデアを募集します。 

 

（４）その他 

  ・次回第３回理事会１１月２１日はハイブリッドで行なう。（案：中央区京橋区民館 １８時設営開始） 

   ルーター、プロジェクター、スクリーン、パソコンを準備。 （第４回１／２３、第５回３／１９） 

   ハイブリッドが主流になるのであればスピーカーフォンを専士会で購入したらどうか。（２５千円程度） 

  ・対面会議／セミナー後の交流会開催については原則、任意参加で専士会からの費用補助はしない。 

以上 


